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 みくまの支援学校 

育友会 防災研修部 

８月１日（水）に、みくまの支援学校にお

いて、新宮消防署より、２名の方をお招き

して教職員の消火及び火災避難訓練をお

こないました。 

毎年実施している訓練ではありますが、

実際に消火器や消火栓を取り扱うことや、

教職員が避難のシュミレーションを行う

ことで災害時にも役立てます。 

みくまの支援学校では、「子どもの命を守る取

組」を進めていくために、育友会活動の取組の

一環として玄関ホールに「防災ライブラリー」

を開設しています。 

学校や家庭、地域での防災対策の向上を目指し、

図書やビデオ等視聴覚ソフトも活用できます。 

お気軽にご利用ください。事務室にて貸し出し

できます。 

消火器の取り扱いでは約１５秒噴射できる

こと、炎が天井まで達した場合は、消火器

では消火できないこと、出火場所から遠く

から徐々に近づいて消火すること、消火栓

の扱いではホースを出し、ポンプ発動のボ

タンを押すこと、先端を安定させてもつこ

となど教えていただきました。何より、災

害時には声を出して周囲に伝え合うことの

大切さを学ぶことができた訓練でした。 


